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UHCフォーラム2017 公式パブリック・イベント

すべての人に健康を 
UHCという未来を創る

報告書



  

�2



  

12月12日から15日の4日間にわたり、東京プリンスホテルにおいて、「UHC

フォーラム2017」が日本政府、世界銀行、世界保健機関（WHO）、国連児
童基金（UNICEF）、UHC2030，国際協力機構（JICA）の共催で開催されま
した。3日目の夕方に一般の人にも開かれた公式パブリック・イベント「す
べての人に健康を U H Cという未来を創る」は、U H C 2 0 3 0、C S O 

Engagement Mechanism for UHC2030、GII/IDI懇談会NGO連絡会、公益財
団法人日本国際交流センター、UHC Coalition、ロックフェラー財団、
Global Citizen、The Eldersの共催で開催され、テドロス・アダノムWHO事
務局長、ジム・キム世界銀行グループ総裁が登壇したほか、各国の政府高官、
専門家、グローパルな市民社会機関の代表、日本の医学生や若手医師などが
一堂に会し、ユニバーサル・ヘルス・カバレッジ（UHC）の2030年の実現
に向けた力強い行動宣言を世界に発信しました。会場には、世界各国から訪
れた要人や、事前登録を通じて参加した一般の方々合わせて650名余りが集
まり、国レベルでのUHCの推進に向けて、様々なステークホルダーがそれぞ
れの立場から協働して進めることを確認しました。 

若手医師で人権活動家のアラー・ムラビットさんとチリ共和国元大統領リカ
ルド・ラゴスさんからは、自身の経験に基づきUHCの実現への強い信念を表
した力強いキーノート・スピーチが行われました。またUHC推進に尽力して
いる各国政府や国際機関、開発パートナー、市民社会組織などに対し、中根
一幸外務副大臣から冒頭挨拶において感謝が表明され、チューチャーイ・チャ
イワイウィット 駐日タイ王国公使が、激励しました。 

司会進行は、南アフリカ放送ニュース・アンカーのツェピソ・マクウェルタ
さんと、自身の制作活動を通じてジェンダーに関わる問題提起に世界で取り
組んできたアーティストのスプツニ子！さんによる共同で和やかに行われま
した。また国際的な舞台で活躍する書道家でアーティストのマーヤ・ワカス
ギさんによる健康への祈りを込めた書道パフォーマンス、プロ・サッカー選
手で日本ユニセフ協会親善大使の長谷部誠さんによるビデオ・メッセージ、
プリンセス・オブ・アフリカ財団創設者でユニセフ東部・南部アフリカ地域
親善大使である南アフリカ人歌手のイボンヌ・チャカチャカさんによるパ
フォーマンスなども見どころとなりました。 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健康は人間が持つ権利

です。世界中の誰もが、

どこにいても、お金が

あるかどうかにかかわ

らず、必要な保健医療

サービスを受けられる

ようにする、それが国

際社会が目標とする

UHC（ユニバーサル・

ヘルス・カバレッジ）。

2030年までの共通目

標達成に向け、各国政

府の政治的意思を確認

し、各国のリーダーと

市民社会が協働して何

ができるのかともに考

えました。すべての人

が健康な生活を送るこ

とができる未来を創る

ために。

テドロスWHO事務局長、ジム・キム世界銀行総裁、各国
保健相、財務相、専門家、グローバルな市民社会機関の代
表、日本の医学生や若手医師など世界Xカ国から総勢650
名が集結、すべての人に保健医療サービスを届けるための
行動宣言を世界に発信
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モデレータ 

スプツニ子！ 
アーティスト｜東京大学特任准教授

ツェピソ・マクウェルタ 
南アフリカ放送協会ニュースアンカー

オープニング・パフォーマンス
マーヤ・ワカスギ 
書道家｜アーティスト

ウェルカム・リマークス
中根 一幸 
外務副大臣

オープニング・キーノート
アラー・ムラビット 
医師｜ユース｜人権運動家

未来への宣言
テドロス・アダノム 
世界保健機関事務局長

ジム・ヨン・キム 
世界銀行グループ総裁

バトゥール・アルワダニ 
国際医学生連盟副代表｜ヨルダン

木谷 百花・加藤 大祐 
京都大学医学部・三重大学大学院博士課程｜UHCユース
代表｜日本

サントシュ・クマール・ギリ 
CSO Engagement Mechanism for UHC2030｜市民社会
代表｜インド
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UHCフォーラム2017 公式パブリック・イベント・プログラム                  
2017年12月14日（木）18:00-19:30（開場17:30） | 東京プリンスホテル 2F「マグノリア」| 一般公開



  

ギティンジ・ギタイ 
UHC2030運営委員会議長｜アムレフ・ヘルス・アフリカ
CEO｜ウガンダ

サニア・ニシュタール 
ハートファイル創設者｜WHO 非感染症疾患に関するハ
イレベル委員会議長｜パキスタン

マーク・スズマン 
ビル＆メリンダ・ゲイツ財団｜米国

アイザック・アデウォール 
保健大臣｜ナイジェリア

ポール・ラックソン・ザカリア・チビン
グ 
国会議員｜人口と開発に関するアフリカ議員フォーラム
副議長｜マラウイ

未来への祝辞
チューチャーイ・チャイワイウィット 
駐日タイ王国公使

長谷部 誠（ビデオ・メッセージ）
プロサッカー選手｜日本ユニセフ協会親善大使

クロージング・キーノート
リカルド・ラゴス 
チリ共和国元大統領

クロージング・パフォーマンス
イボンヌ・チャカチャカ 
南アフリカ人歌手｜ユニセフ東部・南部アフリカ地域親
善大使｜プリンセス・オブ・アフリカ財団創設者 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当日のライブ配信映像（英音声｜和音声）

https://www.youtube.com/watch?v=hk6J8KPgj4M
https://www.youtube.com/watch?v=JXYrgt3c5H4
https://www.youtube.com/watch?v=YEPOWH5BVcA&t=1s
https://www.youtube.com/watch?v=hk6J8KPgj4M
https://www.youtube.com/watch?v=JXYrgt3c5H4


  

 
UHCフォーラム2017とは 

UHCフォーラム2017は、平成28年のG7伊勢志摩サミット、および第6回アフリカ開発会議（TICAD VI）の
機会に開催されたUHCサイドイベントにおいて、UHCの達成に向けたビジョンが共有されたことを受けて、
日本政府が世界銀行（世銀）、世界保健機関（WHO）、国際協力機構（JICA）、ユニセフ、UHC 2030と
共に開催するものです（協力機関：公益財団法人日本国際交流センター）。各国政府高官、開発機関、アカ
デミア、市民社会、民間セクターなどの参加者を招き、途上国及び中所得国におけるUHC達成に向けた進捗
を共同でレビューし、その進捗をさらに後押しする革新的な取り組みを共有して、UHCの進捗を加速するた
めに必要な取り組みを議論し、この議論を受け，2030年までにUHCを達成すべく取組を加速させるための
コミットメントとして会議共催者間で「UHC東京宣言」（和文（PDF） / 英文（PDF））が採択されまし
た。 

 
プログラム 

12月12日（火）終日　公式サイド・イベント（一般公開） 

12月13日（水）終日　フォーラム1日目 

12月14日（木）終日　フォーラム2日目 

　　　　18:00-19:30　公式パブリック・イベント（一般公開、事前登録制） 

12月15日（金）終日　公式サイド・イベント（一般公開） 

�7

www.uhcday.org/forum

http://www.uhcday.org/forum
http://www.uhcday.org/forum
http://www.mofa.go.jp/mofaj/files/000317579.pdf
http://www.mofa.go.jp/mofaj/files/000317581.pdf
https://www.uhc2030.org/news-events/uhc-forum-2017-side-events/
http://universalhealthcoverageday.org/wp-content/uploads/2017/11/UHC-Forum-Agenda-DEC012017.pdf
http://universalhealthcoverageday.org/wp-content/uploads/2017/11/UHC-Forum-Agenda-DEC012017.pdf
http://uhcday.jp/2017/11/01/181/
https://www.uhc2030.org/news-events/uhc-forum-2017-side-events/


  

PARTNERS	

Event Co-organizers 

 

 

UHC Forum Co-organizers

 

 

※GII/IDI懇談会NGO連絡会とは、国際保健医療分野の課題について外務省と課題を協議し連携強化することを目的に、1994年に設立された国際NGOのネッ
トワークです。人口や感染症、母子保健、栄養改善、ユニバーサル・ヘルス・カバレッジなど日本の保健援助政策について幅広く外務省と隔月に意見交換を
行っています。GII/IDI懇談会NGO連絡会に関する情報：http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/shimin/oda_ngo/taiwa/gii_idi.html 
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http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/shimin/oda_ngo/taiwa/gii_idi.html


  

ACKNOWLEDGEMENT 

書道家でアーティストのマーヤ・ワカスギさんには、事前に”Health for All” を揮毫頂き、会場に設営するた
めのロールアップ・バナー、スタッフ用Tシャツ、会場へのパスとして利用した白い缶バッジ、当日の配布
物、ウェブサイトなど、パブリック・イベントの一連のプロモーションに多大なる貢献を頂きましたことこ
こに感謝申し上げます。 

また厚生労働省から、特別にご提供頂きました日本酒と和菓子を、レセプションにてサーブし、世界各地か
らご参加頂いた方々を日本文化の要素を持っておもてなし致しました。 
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2019年にまたお会いましょう！ 

uhcday.jp 

発行元： 
UHCフォーラム2017 パブリック・イベント市民社会事務局 

info@uhcday.jp | 電話: 03-3268-3172 | FAX: 03-3235-9776  | 東京都新宿区市谷田町1-10 保健会館新館 

（公財）ジョイセフ | GII/IDI懇談会NGO連絡会事務局内
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http://uhcday.jp
mailto:info@uhcday.jp

